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令和２年度 墨田区立 押上小 学校 経営報告書 

令和３年 ３月１６日 

 

学校目標 ○知・徳・体のバランスのとれた人材育成 

目指す学校像 ○地域や保護者から信頼される学校 

目指す子供像 ○挑戦する子  ○つながる子  ○働く子 

目指す教師像 ○組織的な教育活動ができる教師 

 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

各

教

科

等

指

導 

学校は、子供に確かな学力を

育てるために、分かりやすい授

業の実施に努めているか。 
Ｂ 

・授業（導入）では、既習学習を活用した場面を設定する。 

・学習内容を確実に定着させるため、金曜日の朝学習等を活用 

して補充学習に取り組む。 

・１日１回以上、ＩＣＴ機器を活用した授業を行う。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、特別な支援を必要と

する子供に対して、組織的に適

切な支援を行っているか。 

Ｂ 
・学校支援指導員を活用し、特別な支援を必要とする児童の支 

援を行う。毎月校内委員会を開き、支援策について検討する。 

・放課後学習を改善し、学習内容を確実に身に付ける。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の将来の自立に

向けた進路指導・相談活動に取

り組んでいるか。 
Ｂ 

・あらゆる場面を活用して、人権教育・道徳教育を行う。 

・「特別な教科 道徳」で、考え議論する道徳の実践に取り組む。 

・近隣保育園と小学校訪問等の呼応流活動を行い、文花中学校 

と部活動体験等の交流活動を行う。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、教員の指導力・授業力

を高めるために組織的に取り組

んでいるか。 
Ｂ 

・日々の学習活動において、「対話的な学び」の場面を設定し、

教員の授業力向上及び児童の学力向上を図る。 

・主幹教諭・主任教諭を中心に、授業力向上をねらいとした授 

業参観や研修会等の校内ＯＪＴ研修を行う。 

Ｂ Ｂ 

学校は、子供の体力向上を図

るための、体育授業、体育的行事

に取り組んでいるか。 

Ｂ 
・「押上かけとび運動」を全学級で行い、運動量を増やす。 

・体力づくり週間（短なわ跳び、長なわ跳び）に取り組む。 

・ボールを投げる運動や柔軟性を高める運動を増やす。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 

・学習規律は、全校児童が落ち着いて授業を受けていると聞いている。今後、映像配信など様

子が分かる工夫をして欲しい。 

・学力調査や体力調査の数値を意識し、今後も伸ばしていく取り組みに期待している。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導

等 

学校は、子供の問題行動の予

防や解決に組織的に取り組んで

いるか。 

Ｂ 
・週１回生活指導朝会を行い、全教職員で具体的な事例や対応 

策を共有し、いじめや不登校の未然防止・早期対応に努める。 Ｂ Ｂ 

 学校は、子供が基本的な生活

習慣を身に付け、望ましい人間

関係を作るための心の教育を行

っているか。 

Ｂ 

・生活指導部だよりを定期的に発行し、全学級で基本的な生活

習慣を身に付ける取組を徹底する。 

・異学年交流（登校班、縦割り班活動）を通して、思いやりの 

心や互いに協力する態度を育てる。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の安全を確保す

るための取組を行っているか。 
Ｂ 

・月１回、具体的な災害場面を想定した避難訓練を実施する。 

・看護当番による休み時間等の安全看護を徹底する。 
Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 

・子供たちの安全のため、登校班はこれからも継続していくべきである。 

・登下校時、元気よくあいさつできる子が増えてきているように感じている。引き続き指導を

お願いしたい。 

・学校だけに任せるのではなく、家庭や地域の協力も必要である。 
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項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

学

校

の

管

理

運

営 

学校は、管理職の経営方針に

基づき、組織的な教育活動・学校

運営を行っているか。 

Ｂ 
・自己申告の面談時等で、各担当者の責任と役割を確認し、効 

果的な教育活動・学校運営を行う。 

・各担当者が「一改善一工夫」を意識した教育活動を行う。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の実態に合わせ

た具体的な目標の設定及び評価

を適切に行っているか。 

Ｂ 
・前例踏襲ではなく、児童の実態に即した教育活動を行う。 

・教育活動後はすぐに振り返りを行い、全教職員で共有し、次 

回の教育活動に反映する。 

Ｂ Ｂ 

 学校には、適切な教育活動が

行える環境・設備等が整えられ

ているか。 

Ｂ 
・全教職員が、危機管理意識をもって職務を行う。 

・日常の安全点検を確実に行い、危険箇所の共有・確実な対応 

を行う。改善箇所については、区へ要望する。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、組織的な人材育成を

行っているか。 
Ｂ 

・主幹会議（管理職、教務主任、生活指導主任）で、進捗状況 

の確認、経営課題についての意見交換を行う。 
Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 ・校長のリーダシップの下、教職員が協力して教育活動を行っている様子が感じられる。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

家

庭 

・

地

域

連

携 

学校は、教育方針や日常の教

育活動の様子などを分かりやす

く伝えているか。 

Ｂ 
・学校便り巻頭で、教育目標や経営方針等、教育活動への取組 

について、わかりやすく伝えていく。 

・学校ホームページを毎週更新し、教育活動の様子を伝える。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、保護者や地域の理解

や協力を得て教育活動を進めて

いるか。 

Ｂ 
・地域行事やＰＴＡ行事への積極的に参加する。 

・学校関係者評価、学校行事や学校公開のアンケートを教育活

動に反映させる。 

Ｂ Ｂ 

 学校は、子供の安全を確保す

るための取組を行っているか。 Ｂ 
・月１回、具体的な災害場面を想定した避難訓練を実施する。 

・看護当番による休み時間等の安全看護を徹底する。 Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 
・学校は、保護者や地域と連携して教育活動の充実に努めている。 

・コロナ禍で地域行事やＰＴＡ行事に制限があったが、工夫した活動を行えた。 

 

２ 令和２年度学校評価のまとめ 

・本校の教育目標「挑戦する子」「つながる子」「働く子」の実現に向けて取り組み、地域やＰＴＡに対 

して学校経営方針をわかりやすく伝え、理解と協力を求めた。学校評価では、「教育方針や教育活動の説

明」の項目で９０％の肯定的評価を受けた。 

・学力向上に向けて取り組みでは、学習習慣の定着を図るための「振り返りシート」の活用、家庭学習

の定着に力を入れてきた。その結果、区学力調査結果では、全学年、目標値と同程度、あるいはそれを

上回る数値が見られた。算数においては 8割が目標値を上回っている。今後も、学力向上推進委員会を

中心に学力向上へ取り組みを進め、児童一人一人に学びの喜びを実感させていく。 

・学年主任を中心に授業力向上に取り組んだ。学校評価では、「教職員の資質の向上」の項目で８７％の 

肯定的評価を受けた。教職員の授業力向上から児童の学力向上につなげていきたい。 

・学校評価では、「あいさつ」の項目で６２％の肯定的評価であり改善の手立てが必要である。コロナ禍

の中ではあったが、計画委員会を中心にあいさつ運動に取り組んだ。これからも「あいさつ」をするこ

との大切さとその意味を考えさせ、全校で取り組んでいきたい。 

以上の通り報告いたします。 

墨田区立押上小学校 校長   島田 和久   公印 


